
菅平地方にふ、ける植物遷移の研究 (1)ホ

林 ノ¥

lchiroku HAYAS H 1 Studies on the plant succession in Sugadaira， central Japan(l) 

わが留の植物遷移に関する研究は，東北地方の森林にi認して吉i笥(1952，1953，1954， 1956) 

関東-中部地方については， とくにその初期群落について沼田 (1955，1956， 1957， 1961)， 

森林の遷移過程の解析について野本(1956)がある O さらfこ匹l!:sl地方の森林については，掠

JII (1957)らの研究があげられる O とくに最近では手塚(1961)，国)11(1964， 1965)によっ

て大島や桜島の溶岩流の上の遷移が総合的に研究されているo ~jj， 本州中部 1-'-1岳地帯にお

ける植物遷務については，まだ報告は少なL、、O 本報でで‘は長野路菅平j地告方を1-1れ1

岳岳.地帯の植物遷移について釘観i察5謝I1謁!持母査した結采を幸報技告し fたこし、O

調査地の記載

調査地域菅平は，北緯36031'，東経138021'，海抜1，300m付近を指し，調査対象のノリレタデ

群落・ヒメジョオン群落・ススキ群落・アカマツ若令林群落は菅平の東北部に位寵する根 f

2km 

図1 調査i也菅平の位置〈・〉と菅平付近
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!芸と1711阿IJIのすそ野に成立している O

土壌は，それら火山の噴火の際の火山灰で強い酸性 (pH4.2"-'4.7) を示す。さらに，今

回調査した中部山岳地帯の極相林とみなされるブナ林は，上記の調査地点から西南約 3kmの

所にあり，北京にi蒔いた傾斜角3001IIj後の急な斜揺の上に成立している O

表i 菅平地方の気温と¥¥年水JR 1962-19641j'-のjjij勾

1 '" I 11 I 10  I 叫-n 1 i 2 I3 I 4 5!  6 7 I 8 9 I 10 I 11 : 12 I 祐 ffl

1¥L明色3I-5.01 2汗戸市市川7江戸|百土|
昨日 6リ136)竺 20257I 132L~_65i 64 I 114~_il 
平本j洋洛を調査した菅平の十の原付近の一平均気温と雨量;は表1に掲げた。なおこの地方の

気候，小気候を調査した吉野(1957)，関口 (1964)によれば，植物の生活に大きな影響を及

ぼすと思われる気候の特色としては，気温の月平均は札幌付近と毎月ほとんど等しし、。

iヨil茨差は年平均約1O.60Cでかなり大きく， 混帯山地らしい気候を示しているO 降水量は
年総主主1149r.nr.n(1962--1964年の平均〉でわが国ですま比較的乾燥している O また，霧の出現

頻度の高いことも特徴とされている。以上簡単にふれた環境要因と植物との問についての研

究は今後の一つの大きな課題であるが， ここでは主として菅平地方に成立した植物群落の種

類組成について検討し遷移についての考察を加えた。

調査方法

調査地菅平付近は，かつて放牧され，その後放置したあとの草原と，高原野菜を栽培して

いる耕j松，およびカラマツの造林地，その他若干のアカマツ・ミズナラなどの二次林がその

拙生を代表している。この地域で+造物遷移を考察するにあたっては，放牧のあと放置された

草原を中心にその草原や森林が二次選移の出発点に戻されたとき，まずし、かなる群落が成立

し，それが革原にまで発達するか，またその結果成立した草原がいかなる m~?'容に変ぼうを遂

げていくかを念頭に観察調査するのがよい。筆者は，そのような視点から菅平付近を観察調

査しこの地方における二次選移について考察を加えた。調査は当該のnr?'(!;について，ブナ林

をI¥ffiいてはそれぞれ6x 15mのiIi積に 2m I'Mll¥，古に 1m2のワグ10{聞を規則抽出し，そのワグ

i付の各種について最高のものの高さと被度を測定した。

ブナ林では 5x5mの方形ワグを 5f国とりその中のブナについて!J旬声J[主任 CDB H) 10cm 

以上をグラフにプロソトし地生調査を行なった。さらにおx30mのワグ 5f自のワタ内のブナ

について全本DBHを測定した。その後すべての計結について積算優占度 CSDR)を計算

し，のちに J与察の資料とした。なおそれぞれの昨誌で、特に調査したことについては，のちに

そのlli":誌の説明をする際に述べる。

調査した俳誌は，ハルタデーナギナタコウジュ・ヒメジョオン・ヒメムカシヨモギ・スス

キ .γ カマツ若令林と，より生長したアカマツ林であるO 調査はおもに1965年 9)'1から10月

にかけて行なわ~0iこ。

調査結果

前述の方法で各n下濯を調査した結果、この地方におけるこ次選移の l例として次のような
選移を仮定した。
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tのような仮定にもとづいて生活型組成の変化，氾出の選移j支 CDS)などを計算すると

長2のごとくなワ，仮定したi版
表2 菅平地方の各選移段階における生活型組成C%)と選移度

1 ヒメケ3*1~ 一 一一一I一一一 序に従ってDSが増すのがわか
jパルタデ iリ レ~; Iススキ群落 iアカマツ

""i~ 、ン二こっ I ~ ~. I ̂  .，~ I る。以下それぞれの群落を記載
i(先駆制J若手?し 6.24 9.22向型 するとともに，なぜそのような

Th s I 65. 5 I 18. 1 I 3. 4 I 3. 7 I ;v I 21.5 49.4 7.6 10.6 8.0 111員序で選移するか(こついて考察
tr 5.7 I 24.3 43，9 43.3 I 37.6 
Ch - 1 5. 5 12 9 16 5 1 15 0 を}J[lえたい。
G 6.3 I 2.6 26.3 22.8 I 20.4 
N - I 3.6 、 0.6 20 1) ハjしタデ』ーナギナタ
則一!一;z: 6 I正9 ， 16. 9 

コウジュ群落
揺教 16 I 1.7' 33 I 46 I 29 
， 'f (l xdS 1， 031.51 2，167，5，10，823.9:12，190.81 16. 71l. 0 この地)J'の先駆li下?さがハノレタ
ド翠移度CDS) 64.41 127.5: 327.91 '265.0) 576，2 

一一一上~~，. ~I ~~.， ~I 一一一一一一一一~， ~f'を優占柾ì\c~~-ることについて

は，耕地放棄あとや撹乱された立地などにこ圧倒的なハルタデの優i主が観察されるという

ことにもよるが次のことの考察からも明らかである。すなわちわれわれは関東地H民地にお

いて先駆種の条件を検討した際(林-沼田1967)先駆種は少なくとも次の三つの性質をもっ

た生活型を有していることが必要なことを述べた。まず第1に種子の遁がその立j訟の他の

種子の重量に上としてJtいこと，第2に冬期の低温が，生育JtjJにおいて主として低温領域の発

芽を促進するか，少なくとも発芽抑制の作YHをしないこと，最後に種子集団の発見三が一斉で

あることであった。その点に注意してみると，ススキ j持活以前[のm~'{長の偶成絡で上の条fl~に

よく合う種としてはハルタデがまず考えられる(衣3，表4)。

表3 二次選移初期に出現する誌の種子100粒の重量

極 名 |極子重量 i
Jl--l (mg)¥ 

Polygonum Persicμna ハルタデ 143 I 

Elsholtzia Ciliataナギナタコウジュ 22 I 
Rume.x llcetosellα ヒメスイバ 63 I 

Erigeron amlμusヒメジョオン 3 1 

E. canadensisヒメムカシヨモギ 5 

Oenothera mUTicata 
44 

プレチマツヨイグサ

Clzenopodium aZbum シlコザ 47 

かくして，この地方における先駆群落の一つをハルタデであるとしたが，実はこれはその

立地を線地的な出発点に戻すl時期が駄から春の場合であることに注意すべきである。出発点

に戻す時期が夏であった場合どうなるか，またi到来低地で先駆種となるブタクサーやエノコロ

グサなど、がなぜ優占しないのであるかということは今後の諜題である。

こσコハルタデ1{引きを詳しくえるならば〈表5)，ハノレタデの圧倒的{憂占とナギナタコウジ

ュ アカザが多いことは明らかであるが，すでにその群落内にヒメジョオン・ヒメムカシヨ
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79 7 

602 

37.7 I 群落

36.3 I 二次選移の初期群落を考察するにあたって
35.6 I先駆種である一年生革本のあとには越年生草:::i本酬が成立することはすでに一般に知られ
2;' ~ I ている。そしてさらに越年生草木のうちでも
18.3 I広散布性の微細な種子と冠毛をもち，すでに
3.6 I成立しているli科書の内に散布され，その中で

::!発芽生長することがで、きなければならない。

35! さきに種子重量，発芽のタイプを検討した

3.5 I際に，それらの種子は散布力は大きいが微細

3.5 Iであるため，成立している群落内というよう

な!限度は小さいが，湿il吃の差が比較的小さく p 土砂の移動の少ないような環境条件のもとで

のみ生育できるであろうと予想した。そして 1粒が約 0.03mgという微細な種子をもっ植物

が，その数10倍もの重さの種子をもっ種を駆遂して優占するようになるのは，それがロゼッ

トを形成し越年するという生活様式を獲得してきたからに他ならない。それらの種は 2 その

生活様式によって大気候が生存をゆるす所では至る所に散布し広がっている O

菅平地方も二次選移の先駆種1i手の次の段階ではこれらヒメジョオン・ヤナギパヒメジョオ

ン・ヒメムカシヨモギ・アレチマツヨイグサなどの優占する群落となる。このことは，われ

4 

表5 官:5ド地方における先駆m~搭の一つであるイ

ヌタデ~l字詰のHl類組成と積算優I~íI支(SDR) 

iぜ1"1

PoLyg071μIII Persicaria ノ、ルタデ

ι:lsholtzia ciliata ナギナタコウジュ
ChenotodiuJll albumシロサゴ

Erigero71 a7111llllS ヒメジ百オン

Gramineae sp. イネ科---Hfi
Eri f!eron canade川 lS ヒペムカシヨ

白 モ午

S teLlω-zα 7Jlediρ ハコベ
Artemisia vule'Q.7・is

:;:: _V~vb ヨ二そギ
var 771dtca 
6~;lOtí;;7~α murica似てレチマツヨイ

グサ
Commlina commu71is ツユグサ

POα~ a71nua スズメノカタピラ

Achillea sibirica ノコギリソウ
p仰 licumCru.'←galli レザ
var. t rμ1Il-entaceUJI/. 
Stellaria sp. ナズナkj~ ーやI

Potentilla Freynianaミツノ〈ツチグリ

DigUaria violascens アキメヒシノ〈

モ:，:jjZ-研部第 1号 1967 

モギ才すよひ:アレチマツヨイグサのロゼットカ:

生育していることがわかるであろう。なおこ

の地方の耕地に生育するアキメヒシパの存在

も注目すべきである。

2) ヒメジョオンーとメム力シヨモギ

表6 ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落の極~f1組成と積算優占度 (SDR)

1SDR3 

ヒメムカシヨモギ l 
ヒメジ宮オン i 
カモガヤ i 
ヒメスイノ

ヒメジョン)高一種(ロゼット〉
ナギナタコウジュ
シロツメグサ
カモジグサ
ヨモギ

アレチマツヨイグサ
オオアワガエリ
エノコログサ

ianthcsミミナグサ
アキメヒシパ
イネ科一極
八ルタデ

ツユクサ
オオヤマブスマ

品
山
2

1
L
1
0
 

オイl

Erigeron正anadcnsi五
E.α1I1lUUS 
Dαctylis glomどrαta
Rumex Acctoscllα 
Erぽcrollsp. (rosette) 
Elscholtziαciliata 
T、バfoliμ山'lμJ川 Mρβη
.-lgrot)'リrOl刀IK心正α1mωo】リJl
Artemisia llulgaris var. indica 
()cllothl'ra l!/.uricata 
Phll'/l1II traU'lIsc 
Setaria 7，iridis 
CerasfIulII cacstitos/l1II var 
Digitm・ial'iolascells 
Cramineae sp. 
PolygolluJJI Persu:aria 
Coml7lclina COJJllJlll7lis 
[¥1ochri‘ngiυlaterif lora 
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われが先にノ、ルタデ群溶を検討する際;ことメムカシヨモギ・ヒメジョオン・アレチマツヨイ

グサのロゼットを見てきたことからi明らかで，官平地方の二次選移はノリi〆タデRi':誌の次はヒ

メジョオン・ヒメムカシヨモギまたはアレチマツヨイグサのR干名であることは疑いない。こ

れらの群落のうちヒメジョオンとヒメムカシヨモギの優占している11宇部の種類組成を表6こ

示した。この群搭では内音!日こすでにヒメジョオンやヒメムカシヨモギのロゼットを生育させ

ているJ カモガヤ・シロツメグサ・オオアワガエリが多いのはこの立地にかつて牧草がまか

れたことがあるという立地の履歴によるところが大きいと忠われる。ここではすでにノ¥ルタ

デ・ナギナタコウジュは量的に少なく，ヒメスイノミ.ヨモギなどが多い。

次に今回の調査では上記の群洛の構成惑としてまだ登場していないが， MJ也・カラマツ造
林地とならんでこの地域の植生を代表する草原の主要種で、あるススキがやがてこれらの種に

とって代って優占するであろう。

それと共に主計五の構成種も変わるであろうが次にこの地方のもっともーj投I~ll~な草原を選ん

でその種類組成と現存量について検討ーする。

3) ススキ群落

さきに見たヒメジョオンーヒメムカシヨモギ詳部の立地は数年後にはススキ草以に選移す

るであろうが，成立している l~討さへのススキの侵入と定詰拡大の詳細は切らかではない。そ

れは今後の課題である。しかし成立した草原は独特の揺類組成をなしている。表 7にこの地

方の典型的な草原の種類組j哀を掲げる。

表からも明らかなように，ススキーワラピーシパを緩占種群としJ創設数も多い。したがっ

てこれは沼田(1965)のいういわゆる mixed-typeの草j京であって，ススキと共にシパ・ト

ダシノ〈などを混じている。種類としては，ススキ・シノミ・トダシベのほかにワラビ・マツム

シソウ・ヨモギ・オトコヨモギ・チドメ夕、@サ-オカトラノオ・ミツパッチグリ・ツレモコ ¥7・

ハギなど北海道から九1+1までの草原の構成種で常在j支のおいものをすべて合んでいるととは

注目してよい。またアカマツ・カラマツの実生の存在も見落すことはできない。このような

mixed-type の草原では，ススキ草原に放牧とか採草などの圧力が;JI]わるとシパ草原に退行

遷移することが予想されるが，事実菅平では，採草，放牧した立地ではほとんどシノミ草原に変

化している。それではこれらの種類組成をもった群落ではどのくらいの物質・生産を行なうで

あろうか。次に菅平の気候と土壌のもとに成立しているこの草原の生産量について測定した。

東京教育大学菅平高原生物実験所の構内に15x 30mの地域をもうけ50に区切りランダムサ

ンプリングで 1m2 5笛のワクを抽出し 6，7， 8， 9月にその地上部現存童を測定した。また

6月と 8月には地下部現存量を測定した。その結果を生重量および乾重量で表8に示した。

乾重と生重の比を求めるために数種のj建物を 105
0

Cの乾燥器に入れ24n寺li¥']ののちデシケー

タ入れたっその結果乾重量への換算はススキ・シパ・他の広葉草木についてそれぞれ 6"--'

7月には生重の 33%，43%， 23%， 8'"'-' 9月にはススキは35.5%.他は!可じとして計算し

た。この結果を他の地方のススキ草原と比較するとかなり小さい (Midorikawa1964)。し

かし，この草原のうちでも，地形のくぼんだ所や低くなっていて水の流れ込む所ーなどではス

スキの生育はよく，部分的に存在する。そういう立地から得たわれわれのデータは1m2あ

たり 1965年9月21日で 7種 497g， 10種 648g(乾重〉である。他の地方のデータと比べ

て少なくはない。しかしそういう立地はかなり特殊であり，官平地方の草原といえば前者に

よって代表されるとするのがよい。さてこのような草原の生産力の低さはいかなる要菌によ



6 

表 7 ;:テドj 忠 )jの代長(\りなススキ j汀告の fìTí類 ~;ILJl長と積算獲占度(SDI~)

rj'平研報第l号 1967 

{-1ft 

λ1 iscanth us s iJ/ensis 

20ysia jatoniia 

11 rtemIsIa jatonica 

AnmdI7Iella hirta 

j-] ytericu7ll erectum 

Pteridiu JIl aqμilinuJ}/ 

Scabiosαjatonuα 

Hydrocotyle sibthortioides 

Potentilla Iragarioidど5

Lysimachiμ cll'throidど5

Lactuca delltatα 
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Viola lJIa!ldshurIl‘d 
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表8 菅平地方のススキ草原、における各種についての現存主主の変化

地上部現存盆 g ・生草/1Il?

6 ri221J 17月22日18)~25 日\9 Pj25日
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るのであろうか。これは今後環境条件の精密な測定によって明らかになると思われるが，さ

きに指摘したように，菅平地方が年間総降水量1149mmで、比較的乾燥していることによると

思われる o‘それはさきに示したm2あたり 497g， 649 gの現存童をもっ立地がいずれも傾斜

地の下方にある平地で，雨水などの流れ込む場所であることからも予想される。以上のこと

から，菅平地方の火山灰土壌の上に成立している草原群落は草原を構成する典型的な種類組

成と高い種類密度，比較的低い物資生産によって特:徴づけられているといってよい。このよ

うな草原で、は揚樹的木本の侵入が容易で、草原から木本期への遷移はかなり短期間に行なわれ

るであろう。しかしシパ草原に退行遷移をさせている要因を除いた場合の進行的遷移につい

ては不明である。それで、は上に述べたようなススキ群落が遷移に従ってどのような群落に変

ぼうしていくのであろうか。菅平付近の草原を調査するとその1:1:1にアカマツやカラマツの笑

生を高い頻度で見いだすことができる。またススキ群落の中に生青.しつつあるアカマツおよ

びそれにシラカンパを混えた若令林を見ることができる。菅平地方ではススキ草原はやがて

アカマツ林またはアカマツ・シラカンパ混交林に遷移していくといってよい。したがって以

下では樹令5年のアカマツを中心とする群落についてやや詳しく検討する。
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図2 調査地}~\の一つアカマツ若令林( 1 ) 
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表9 アカマツ主主令林(1 )における極類組成と積算優占度くSDR)
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Pteridium aqu:ilinum 

Care.x Cα7・yothylleαvar.nen'αtα 
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Hydrocotyle sibthortioides 

11 eronica Onoa 
Scabiosa jaf)onica 
E，ケ~ri川崎γIばどωI印1

Viゆ01μどaIη川J/αωndどdι1:五dぜIII川tげ7'Iれt山司'{μl 
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Gnαthaliu III mu!tice I)S 
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HyρerIcuJII erσctU1Jl 
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Seseli Libαllotis ¥'ar， dαvcifolia 
Lactuca denticulatα 
Caryophyllaceae sp. 

種 類

アカマツ

ススキ

ワラビ

シノくスゲ

ンハ

スミレ

数

ブユノノ¥ナワラビ

ミツノ〈ツチ夕、リ

ニガナ

ノ¥ノ¥コグサ

ト夕、ンノ〈

ワレモコウ

オトギリソウ

アキノキリンソウ

シラカンノく

ニガイチゴ

ノハラアザミ

イタドリ

オオヤマフスマ

カワラマアパ

カラマツ

イブキボウフウ

ヤグシソウ

ナデシコ科一種

29 
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表10 アカマツ若令林(n )における結類組成と積算優l 1j l支 (SDl~) 

SDR2 1"1 

Miscanthus sInensis ススキ

Pteridium aquilinuJJI ワラビ

Thymus serpyllum subsp. quinquecostatus イプキジャコウソウ

Ly:すilllαchiajaponica コナスビ

Sangui・sorbaojficinalis ワレモコウ

J Jlula sαlicina var.αsiatica カセンソウ

Lespedαα bl:color var japonica ヤマハギ

Oenotherαmuricatα ブレチマツヨイグサ

Aster ageratoides var 07.'aI1l.' ノコンギグ

Cf'lastrus stephanotiifolills オオツルウメモドキ

Gnaphalium multiceps ノ、ノ¥コダサ

Lactuca dentatα ニガナ

Jris Nertschil1skia 
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Lysimaclua clethroid{，:i 

Gentiana scabra var.β'ue}J~.erl 
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Prunella vulgωiS 
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Po!yl!，"onatum officinale 

I-Jalenia corniculata 

Seseli・Liba710tisvar. daucifolia 

Potentill α fragarioid{'s var. 7η川JηIα炊り‘J戸l

Roω5α 7nηZμJμuflorα 

Achillea sibI1・lca

Convallaria majalis var Keiskei 

Veronica Onoei 
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Hydrocotyle sibthorfJioides 
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1
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グンノミイヅル

マツムシソウ

ヒメジョオン属一種(ロゼット〉

フュノハナワラピ

チドメダサ

V iola 7Ilandshurica スミレ

CirsIum sp. アザミー磁

Cm・e.rcaryoph:yllea var. nervata シノ〈スゲ

種 類数 34

4) アカマツ若令群落

調査したアカマツ若令林は 2地点で，一方(図 2)は+M令5年をiヤ心とする群落で他方は

樹令10-11年を中心とする群落である。双方の種類組成を表 9，表10に示した。ここでは前

者をアカマツ若令林(1 )とし後者をく ll)とする。選移は(1 )から〈日〕に進むことは

いうまでもない。(1 )の立地は 6-----7年前にかなり生長したアカマツが草原の仁iコに生育し

ていて，そのアカマツを伐保したのちにその草原からアカマツ林が発達したものである。こ

の地点へのアカマツ種子の供給は束・ f{1:j.北のそれぞれの方向 50-----100mのところに生育し

ているアカマツ林による。群洛 C1 )の調査は図 2に示した地点 20x20mの面積内に 1m2 

のワク10{国を規則抽出し，その中の全種について最高のものの草たけと被度を測定した。

その結果にもとづいて積算優占度を求めた。さらにアカマツについては，その地点に 5x 

5mのワグ 4備を設置して個体の分散の状態、をグラフにプロットした。さてこの群落の種類
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MLJ瓦にfこち入ってみるとアカマツ右令樹を除いてはほとんど、前にえた草原と変わりなく前記

のススギ17~}y誌のヰi にアカマツが位入してきたのであることが了解されるであろう。また構成

稲の 11 1 にニガイチコマなどがはいっていることがä目される。さらにこの群洛が 5~6 年たっ

たとき種類組成はどうなるであろうか。アカマツ若令林ぐ!I)の組成表によると組成の質的

構成は(1 )の場合とほとんど変化はないが量的にはたとえば草木の被度などはいちじるし

く減少している。イブキジャコウソウ・コナスビなどが増しオオツルウメモドキなどが生育

していることは興味j来い。

なお(1I )の調査は1F(:ÿ~~I人jに5x5mのワクを1個おき，そのl:j=lのアカマツの樹令と胸高

碕伐を渋IJり，平本は各種の最のものの草たけと被度を摂IJった。さてこのようなアカマツ若

令~ru存 v'Ì~移からみると木本期最初の群落で‘ある O それでは草原へのアカマツ侵入のi擦の個

体鮮の動きはどうであろうか。前記のごとくアカマツ若令群落に5x5mのワグを 4個おき，

その1:1:1をそれぞれ 1m2のワクに区切りアカマツの分散を検討した。分散i盟の1古1)を図3に
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~3 5wx10wのワグ内におけるアカマツ幼樹の分散図

示し，そのワク面積についての個体均質度係数 (CH)， 1o指数などを表11に示した。表に

示されている憶によるとこの群揺は集1=1=1的な分布を示しているようにみえる。森下の1o:1旨数

ワグ面積について検討してみると図4のようになる。

D 

3.07 

表11 アカマツ若令林におけるアカマツの密度(D)，標準備え(S)， 

均質度係数(CH)，AF lt (A/F)， Iô~ 日数 CI ô )

S CH CHh枠 A/F 

2.32 0.24 1. 57 0.43 

特 η は理論均質度係数
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2 

向 lr ¥/ 
g1 ZI 長 会 τ~ 1 

ワク面積 (50m2) 

函4 アカマツ若令;f*(1 )における

Ioーワタ面積関係

平面的にこのような分布を示すアカマツ

1l手法のi自体n干の樹高樹令などの構jまはどう
なっているであろうか。おit令;持j哀を図 5に

/Jミす。初令5年の{国体が全体の50%を占め，

4， 5， 6年のほぼ向令{国体群によって群

誌が構成されていることがわかる。これは

草原ができた時の事情にもよるがさらにあ

る年に特に供給された種子集団によって群

誌の構成員が占められ，その後lこ供給され

た種子群はほとんど発芽生育ができなかっ

たと思われる。しかも 6，7 ， 8年の棋令の

錨体も25%を占めていて，草原の中に最初

に侵入してきたこれらの個体が発芽生育し

たのちにいまの樹令5年の個体鮮が発芽生

したと考えてよい。しかもそののちに供

50 

(%) 

40 

度数I~í 30 
分率

20 

10 

。噌

給される個体は樹令5年の個体群によって

発芽生育がコントロールされ

たといえるであろう。しかし

ある立地の~{H喜の樹令構成を

決める要因はその立地に供給

される積子主の年による変動

にもよる。したがって」白立に

写u京に木本が侵入する際の木
本の個体群の!ltl]態は次のよう

であろう。最初に侵入する個

体の革本との競争，その結果

としての草原の環境の変化，

その環境に対応して次の世代

の発芽生育およびそれに続く

後の世代への発芽生育のコン

3 4 5 6 7 8 9 10 

樹令

図5 アカマツ若令林(I )の樹令組成ヒストグラム

トロールということであると

思われる〈大変・沼田1965)。

これらのことがその立地への

種子の供給の年変動と相互に

影響しあって現在の群落をっくり上げたのであろう。次にこのような樹令構成をもった群落

の樹高ヒストグラムを歯6に示す。明らかなように樹令5年の個体が全体の 50%近くを占

めているこの群落で、樹高の個体問の変動が大きい。さらに，この~\日'在の中から樹令 5 年の個

体のみの樹高ヒストグラムをはiいてみると一層明らかになる 〈図7)。 すなわち樹高75cm

を中心に 30cmから 130cmのものまで{間体の間にきわめて大きな差のあることがわかる。こ

の差はおそらくアカマツの発芽生育の培地である草原の環境の非均一性にもとづくものであ
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もっ個体群に分けられている。

しかも11年の個体ではDB託
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j習にあることを示していると忠われるつそして他の出令の{自体がこの両者の個体の占めてい

る他の群活空間に生育していることがi玄19と図10の比較によってわかる。さてわれわれはア

カマツ群落の遊移について樹令 5 年を主とする群溶から 11年を主とする~:有名を検討してきた

が， 1有者ーから後者へ遷移するものとして次のことが明らかになった。(1) 個体密度はほと

んど変化がないか，ないしは増加の傾向をもっo (2) 種類数の変化はいちじるしくないが草

木の設は減少しオオツノレウメモドキなど、の生育が見られる。 (3) 伺令個体群落的傾向は一層

強まり偲休併の樹I¥:lj，D B I-Iで二つのグルーフ。に分かれる。したがって群落の構造としては

霊底的に2層に分かれるなどの諸点である O このような現象と群落内外の環境条件がいかに

対応するものであるかということの詳細はさらに検討されなければならないっ

さて，いままで、ハノレタデm~溶からアカマツ林に至るまでの遷移段階の記載をしてきたが，

このアカマツ林がいかなる群落を経てこの地方のタライマックスの林になるかは明らかでな

い。 ミズナラ.シナノキ i群:日洋:手~1落芸が遊遊:移系列上しい1 かなる位註にあるかも不明でで、ある。しい、ず

後の詳誤謀~J題選である。

5) ブナ極相林

菅平地方のタライマッグスがブナ林であることは，気候帯から考えても，また，この地方

に関する古い記録をJt1てもまちがいないと考えられる O しかし現在ではほとんどが伐採され
てミズナラ・シナノキなどの二次林となっているか，カラマツの造林地となっているっそこ

で前記の真II11IIJ大洞地域にある北京斜面に残存しているブナ林について予備的調査の結果を

述べたい。この立地は海抜1，300mで北京に向いた斜角30
0

の斜面でj長';i'u皇居はうすく土壌は強

い酸性を示す。?寝技，落葉盆の予備I~向調査の結果を表12に示す。

表12 プナ林床 1m2のワグ 4j閣内の?高校，落葉，

積子の生主盆 (g) r- lS:n 1 
ワグ 1965~1ミ 1965年 ! 
故障JVJl'h¥i19月18日-9月24日19月24日-10月211ヨi

刀番号1¥ 技 i莱 i種子(技 i架!i'重子i

調査は 9月24日に行なったコ 5x5mのワグ 5

個をすえ，そのl:j=tの十IGi生調査をしたのち，ブナの

11Nl体の位置をグラフ上にプロットした(図11)。

さらに20x30mのワク 511耳のワグ内の全本につ

いてDBI-Iを測定した。

DBHのヒストグラムを図12に示した。Htl生

については表 13に示したコ百三i木層はブナのみ

によって占められるが亜高木層以下には木本21

種，草木4種が生育している。とくに亜高木

足以下にはヒトツパカエデをはじめとしてカエ

デが多い。そのイ也ノリウツギ・コシアプラ・リ

つ O 
29.1 33.7 
O 

O 30.1 
26.1 

O 
O 236O 21.7 
29.1 
。29.6

O 
31.7 

O 
22.6 

O 
29.1 0 O 39.2 46.0 21.3 17.6 ヨ。

図11 20x 15mのワグ内におけーる

ブナの分ii士とDBH
添えた数字はDBHCcm) 

20m 



ョウブなどが多い。ブナも亜

高木層，低木一平本層を通し

て生育している。

革本層の地被は小さくササ

類たとえばスズタケ・アズマ

ネザサなどを欠くことが注目

される。革本ではモミジハグ

マが多い。またこの調査地点

では比較的少ないが林内の他

の場所ではハイイヌツゲが多

いことも興味深い。このよう

にして今回調査したブナ林は

第1層をブナで占め第2層以

下にヒトツノミカエデなどカエ

林一六:菅平の植物選移

度
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分
ヨ
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15 

02.57.512.517.522.527.532537.542547.5 

lli<iJ1高直花 (cm) 

密12 20x 30mのワタ 5(間内のブナ

全木についてDBHヒストグ

ラム

デ類が多く低木一革本層にササを欠いていることが特徴としてあげられる。かくしてササーを

欠いた林床は植被は小さく，種類としては革本ではモミジハグマ，低木ではハイイヌツゲ・

ヤマウルシなどが多い。

考察と結論

わが国中部山岳地帯の一部である菅平地方のj産物遷移について，その二次選移系列を部類

組成の変化を中心にして述べてきた。しかしここでは二次選移についていくつかの整理をし

ておきたい。すなわち，従来拙物遷移については，一次選修、二次選務を分け，とくに後者

では一度成立した詳落が破壊されそこから再び遊移が開始されるときに二次選移と名づけて

いる。そしてある気候と土壌のもとで、二次選移の出発点に戻されるときその立地の先駆群

落は一定であるとされている。しかし，ここで、注意すべきことは，与えられた環境のもとに

成立した群落が破壊されて二次選移の出発点に戻されるとき成立する群落は，次の諸要因に

よって規定されることである。(1) 遷移の進行途上のどの群落からその出発点に戻されたの

か，たとえばヒメジョオンなどの越年生革本期が裸地化されたものか，ススキなどのような

根をもっ群i芸か，それとも木本期であるかなどである。 (2) ある群落が破壊されるときのそ

の破壊の方法と程度である。すなわ、ら， tl討さの地上部のみを破壊する場合とか，穏子以外の

すべての栄養体を除く程度，ある立地からすべての生物体を除く場合など。 (3) 群落が破壊

されるときの季節。 (4) その群落の周囲にいかなる群揺が成立しているかなど，である。 上

記の諸要因によって先駆~l科書の種類組成をはじめとする誇性質が決まってくると忠われる。

さて，ここで述べた先駆群落としてのハノレタデ群揺はヒメジョオン，またはススキ群搭の

初期が種子以外の栄養体を除くという方法で、二次選移の出発点に戻された場合に限定されて

いる。

このようにして群落の遷移を種類の変化を中心に考察してきたが， J31jの見方をすれば遷移

はその指物群落の生活様式の変化でもある。ある気候と土壌に対応してある独特な生活様式

をもった種類群の群洛が成立し，その種類群の生活様式それ自体のうちに遷移の動lZ9が含ま

~rしていると考えてよいであろう。

わが国中部山岳地帯の地物遷移がどのような生活様式をもった種類群によって担われてい
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表13 プナ極相林における種類組成と積算後占度 (SDR) 

種 名 SDRz 

!高摺
木 Fagus crenatα フナ 100.0 

Acer distylum ヒトツノ〈カエデ 100.0 

Hydrangea 仰 niculata ノリウツギ 29.4 
亜 Acanthotanax saadothylloides コシアフラ 29.3 
Clethra ba7・binervis リ宮ウフe 15.8 

高
Acer tenuifolium ヒナウチワカエデ 10.5 
Quercus cristμla ミズナラ 9.1 
Fagus crenαtα ブナ 5.2 

木 Acerjatonicum ハウチワカエデ 47 
Rhus tric1wcartα ヤマウルシ 4.7 
Prunus Grayana ウワミズザタラ 5.0 

用iAC Pfnem ウリノ¥ダカエデ 4.0 

llex macrofJoda アオハ夕、. 1.3 

Acer distylum ヒトツパカエデ 100.0 

βen之oi7lumbellatum グロモジ 43.0 

Rfws trichocarfJα ヤマウルシ 38.4 

Clethra barbinervis リョウフ守 35.6 

Vibu1"1zum f urcatum オオカメノキ 33.4 

低 1lex macrotoda アオノ¥ダ 18.4 

Aceγjatonicum ハウチワカエデ 14.3 

Prμnus Grayanα ウワミズザグラ 12.0 

木
Quercus crisfJula ミズナラ 11. 3 

AcanthOfJanαx sciαdophylloides コシアフξ ラ 9.4 

Fraxinus sαmbucina コノ〈シジノキ 8.5 

.Acer tenuifolium ヒナウチワカエデ 6.1 

i | V… 削附叩一nふ伽仇川n川川1.a叫αal川 gl… スノキ 5.8 

Acer rufinerve ウリハダカエデ 5.0 

Fα8・uscre71atα フナ 3.5 

草 Tiliαjatonicα シナノキ 3.4 

Acer 7120710 イタヤカエテ、 3.4 

Paris tetrathylla ツタノくネソウ 2.8 

Ainsliaeαacerifolia モミジハグマ 1.9 
本 FraエinusjαfJonica トネリコ 1.4 

Ilex crenαtαsubsp. radicans ノ¥イイヌツゲ 1.4 

Distorum smilαcinum チゴユリ 1.3 

摺 Mαjanthemum bifolium var. dilatatum マイズルソウ 0.7 

i司定不能掻 (unknownsp.) 1 0.8 
三! 9.2 

3 、5 9.5 

9.2 

5 6.1 

積 類 数 29 

1967 
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るかを群活を構成する種類の生理一生態的研究によって明らかにしていきたい。

本稿を終るにあたって終始批判と助言をいただき本原稿の訂正をしていただいた千葉大学

沼田真教授，本原稿のご校関をいただいた東京教育大学伊藤洋教授に深く感謝し、たします。
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Summary 

Studies on subsere of the plant succession in Sugadaira， central Japan were carri'ed 

out in 1965.' Sugadaira is situated in恒仁 36031'N. and long. 138021' E. and 1，300 

m above the sea.. The studied "area belongs climatically to the cool temperate zone 

where the mean annual temperature of 6.90 C and about 1149 mm  in the total 

annual precipi tation are observed at the nearest meterological s凶tion.The local climate 

of the area is mainly characterized by rather low mean annual temperature and rather 

small quantity of the total preeipitation. 

Investigations of neighboring vegetation in the area and some autecological infor-

mations of consti tuen t species suggest the course of succession there as foHows: 1. 

Polygonum PersicarゴルElsholziαciliαtαcommunity.as one of pioneer communities of 

the subsere in the area. 2. .Erigeron annuus， E. canadensis1 community. 3. Miscanthus 

sinensis community. 4. Pinus densザlorαcommuni主y.5. unlmouwn. 6. Fagus C7でnαta

comminity (climax forest). 

The change of life-form spectra and the increase of Numata's degree of succession 

(DS) along the course of succession support the above-mentioned assumption (Tab.2). 

The results show clear1y the decrease of therophytes， chameophytes. and t.he increase 

of nanophanerophytes， macrophanerophytes in the life-form spectra l)Vi th th~ im:rease 

of DS. 

The investigation of grassy vegetation was carried out with 10/m-quadrat by the 

regular sampling in the area of ca 20 x 20m. The floristic composition of above men-

tioned five communities are shown in Tab. 1， 2， 3， 4 and 5. 

According to some experimental results concerning the pioneer species of the subsere 

(Hayashi and Numata， 1967)， Po!ygonum Persicariαfits better for a pioneer than any 

other species. Among 16 constituent species of the Polygonum community， Polygonum 

Persicaria and Elsholzia ciliatαare the dominants. The Erigero71 community 
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developingfrom' the Poly gonum stage has 17 species and among them Erigeron 

annuus and E. canadensis are the dominants. 

The matter production of Miscanthus community was estimated relating to its 

floristic composition. As shown in Tab 8， the dry weight of the aboveground part 

per 1 x 1 m are 71土9，185土40，209土50and 209こと29g in June， July， August and Sept-

ember in 1965 respectively. These values indicate that the productivity of this area is 

lower than those of grasslands studied by other workers. This may be due to a li ttle 

precipitation during the growing season. 

1n this area， many pine seedlings are found in Miscanthus stands and saplings 

grow well everywhere surpassing grasses. Therefore the succession from the Miscanthus 

comml1nity to the Pinus community is undoubted. The ecological studies were carried 

O川 onboth young saplings and older saplings of the P仇usdensiflora community. 

The mode of dispersion of pine trees is examined by 100 quadrats of 1 x 1 m. The 

result sl1ggests the contiguol1s distribution of pine saplings. The histograms of ages， 

heights and diameters at the breastheight of pine trees are also examined. From these 

results， though the pine community is approximately even-aged， the variation of heights 

and diameters is large. This is due partly to the effect of heterogenous condi tions of 

the Mi吋仰thusstand and intraspecific competition among these trees. The tendency 

of evenωaged population increases as the succession proceeds from the young sap1ing 

stands to the older sapling stands. 1n the older sapling stands， the classes of DBH 

divided into two groups of 2.5 ancl 5.5 cm in the mocles. 

An actual COurse of succession from the Pinus community to the climax forest 

(Fagus crenata community) in this area is unknown yet. Further studies on the pro-

blem are necessary for us. 1n the present report， the floristic composition of the 

Fagus crenatαstand is describecl. This stancl is si tuatecl on the north-east steep slope 

of about 30 0
• The dominant species basecl on SDR are Fagus crenata in the tree layer 

and Fagus crenatα， Acer distylωn， ~lydrαngeα peniculαtα AceJ・ ]aponicum in the 

subtree layer. The stancl is characterized by the absence of Sαsamorpha and the pres-

ence of IIω crcnata subsp. radicans in the forest floor. The density of Fagus trees 

is 8 per 10 x 10m and the histogram of DBH is shown in 

(東京教育大学理学fヨH~J属菅平高原生物実験所: Sugadaira Biological Laboratory of Tokyo 

Kyoiku University， Nagano Pref. ) 
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